
中学部 ―リーフレット版 実践のまとめ(全２ページ) 

「社会生活に生きる力を育む指導の充実」 

        ～ＩＣＴを活用した授業づくり～    ＜第２年次＞ 

 

◆はじめに◆ 

新研究テーマへの取り組みが始まった令和３年度に、中学部教職員へのアンケートを行った中で「ICT

を活用した授業づくり」に焦点を当てて研究を進めていくこととなった。「情報化社会の進展」「学校教

育現場における ICT 推進」など、学校生活や私たちの生活から IT(情報に触れるためのツールや技術)を

切り離して考えることがますます難しくなってきた。そこで、中学部では全校研究テーマを念頭に置き

ながら「ICT の活用」について研究を進め、ICT を活かした授業のバリエーションや、それらを活かした

様々な活動がもたらす学習者の諸能力の向上などについて深めていくこととなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆仮説・研究方法◆ 

＜研究方法＞ 

 

 

 

 

 

 

・３つのグループ(授業研究班／教材研究班／環境整備班)を編成し、学部研究を効果的に進める 

・ICT の活用における差異をもたせた授業(教材、展開、活動 等)について、比較を行う 

・「国語」「数学」における、３学年それぞれ２グループを対象に調査・実践を行う 
 

＜仮説＞ 

形式や展開に工夫のある「ICT を取り入れた学習活動」を通して、生徒の社会生活を意識した学習活

動への取組を促進し、実生活に活かせる力を高めることにつながるのではないか 

（⇒ICT を活用した学習活動が、より本人の力を伸ばすことに機能するのではないか、ということ） 



◆実践報告◆ 

（１）課題の明確化～上尾かしの木 中学部の生徒たちに～ 

  本研究テーマ「社会生活に生きる力」に対する具体的なビジョンとして、 

年度当初に学部内検討の機会を設け「本校中学部の生徒に身につけさせたい 

社会生活に生きる力」という視点から協議を行い、情報を整理した。 

＜ブレーンストーミング形式 （『実践のまとめ』【資料１】掲載）＞ 

 

（２）ICT を活かした授業実践記録の共有 

ICT 教材を活用した授業実践紹介の機会を設定した。全校研究授業者に加え、

６名の教員の授業実践例を扱い、教材の紹介だけでなく、操作の実演や作成方

法の紹介等、教職員が ICT 教育に取り組みやすいベースをそれぞれが考え、

紹介した。また、研究協議ではアンケートによる授業者からの事前質問に対し

て、「ICT の観点から考える回答」を参加者が検討・発表し、全員参加型の協

議となるように進行した。 

     ＜ポスターセッション形式 （『実践のまとめ』【資料２】掲載）＞ 

 

（３）学習評価を意識した授業設計 ～『授業プランニングシート』～ 

  授業研究班主体として、ICT を活用の際に「学習集団の実態」「ICT 教材の 

情報」「ICT 活用のねらい」「ICT 実践による変容(成果・課題)」等の視点を生 

かした中学部独自の『授業プランニングシート』を活用し、授業設計・授業 

実践を行った。            （『実践のまとめ』【資料２】掲載） 

 

（４）困難を有する生徒への ICT 活用アプローチの検討・実践 

  次の対象における ICT を活用した授業の工夫や支援を考え、実践を行った。 

 ①対象注視(視覚的な困難)や課題に意識を向けること難しさのある生徒 

  ⇒音声や映像などを効果的に活かした教材提示を行うことの優位性 

②タブレット端末使用時の操作(巧緻性)や課題理解に難しさのある生徒 

 ⇒タブレット端末操作時に動作を補助するツールを活用することの優位性 

 

（５）ICT を活かした多様な授業スタイルの実践 

  中学部１～３年の教科別の学習「国語」「数学」における各学年の習熟度別

２グループを対象に、ICT 教材を用いた授業実践を行った。生徒の反応度合

いや学習課題への取り組み、成果・変容等を踏まえ、授業内における ICT 活

用の展開や有効とされる形式の導出を目指した。 

  ⇒一斉指導＋生活での応用力を高める・・・「モデル習得型」 

   個別学習＋基礎～発展的な内容のドリル学習的教材・・・「学習ツール型」 

   制作・発表学習＋発展的、実践的な操作/作業・・・「創作型」 

 

◆まとめ・展望◆ 

 今年度は「国語」「数学」の時間における ICT 活用について、効果的なアプローチを考察することだけ

でなく、指導者のスキルバリエーションを向上させるという点でも充実した学部研究を進めることがで

きた。３年計画の３年目である次年度の研究に向けて、ICT 活用の対象を広げた際にどのような課題や

効果につながるかどうかも明らかにしていき、「国語」「数学」といった教科だけでなく、「音楽」「美術」

「体育」といったいわゆる実技教科や、社会生活により密接した“働くこと”を学ぶための「作業学習」

の時間においても、実践を進めていきたい。 

？ 


